
ナトリウムイオン電池の未来 

ChatGPT: 

ナトリウム電池（ナトリウムイオン電池）は、リチウムイオン電池の代替技術として近年注目を集め

ている次世代蓄電池です。その未来は、技術革新・材料調達・政策支援の 3点で大きく左右され

ますが、脱炭素社会と資源の公平性という世界的なニーズと合致しており、有望な方向に進んで

います。 

    ナトリウム電池の特徴と利点 

特徴 内容 

    資源の豊富さ ナトリウムは海水などに豊富に含まれ、リチウムよりも入手が容易で安価。 

      安全性 高温での安定性が高く、熱暴走のリスクが低い。 

     コスト リチウムやコバルトを使わない設計が可能で、原材料コストが低下。 

    持続可能性 資源が特定の地域（南米・中国）に偏らず、資源外交のリスクが小さい。 

    技術的な課題 

課題 詳細 

エネルギー密度の低

さ 

リチウム電池と比べてエネルギー密度（重量・体積あたりの電力量）がや

や劣る。 

サイクル寿命の最適

化 
長期使用における劣化や充放電効率が課題。 

商業化スケールの問

題 
量産体制やインフラ整備がまだ途上段階。 

        ナトリウム電池の未来予測（2025年以降） 

時期 主な動き 

2025～2027

年 

中国企業（CATL、BYDなど）が EVや蓄電池向けに量産化。欧州でもスタートアッ

プが開発を加速。 

2028～2030

年 

日本・欧米の自動車・電力会社が採用を本格化。特に**定置型蓄電池（再エネ貯

蔵）**での普及が進展。 



時期 主な動き 

2030年代前

半 
EVの普及価格帯モデル（小型車・短距離用）にナトリウム電池搭載が拡大。 

長期的展望 
リチウム電池と共存しつつ、コスト重視の用途（家庭用蓄電池、農業、低速 EV）で

の標準技術に。 

       主な企業と動向（2024年時点） 

企業名 概要 

CATL（中国） 2023年にナトリウムイオン電池を発表、量産化へ。 

BYD（中国） リチウムとナトリウムのハイブリッド電池で実用化に前進。 

Faradion（英） ヨーロッパで有望なナトリウム電池ベンチャー。インドの Relianceが買収。 

日本企業 パナソニックや日立造船などが研究中。産業用分野からの参入を模索中。 

         ナトリウム電池の応用先 

•    定置型蓄電池（再生可能エネルギーの貯蔵） 

•          EV（小型車・配達用バンなど低価格志向の車種） 

•        電動バイク・三輪車・LSEV（低速電動車） 

•        家庭・農業・離島の蓄電源 

      日本にとってのチャンス 

• EVの軽・小型車化、L7e クラスの導入で、ナトリウム電池は価格・重量面で有利。 

• 再エネ比率向上に伴う蓄電池需要（特に VPPや系統安定化）との親和性が高い。 

• 資源制約・地政学リスク回避のためにも、官民連携による研究・支援が急務。 

    まとめ 

ナトリウム電池は、**「地球にやさしく、誰でも手にできる蓄電池」**という将来像に向けた有力な

選択肢です。リチウム電池が高性能・高価格帯を担い、ナトリウム電池が低価格・安全志向を支え

る「両輪体制」が理想とされており、特に気候変動対策やエネルギー正義（エネルギーアクセスの

公平性）に貢献する技術として、今後の動向から目が離せません。 

 



技術比較（ナトリウム vs リチウム vs 全固体） 

ChatGPT: 

以下は、ナトリウムイオン電池（Na イオン）・リチウムイオン電池（Li イオン）・全固体電池（全固体

Li）の最新の技術比較です（2025年時点を想定）。それぞれの電池には異なる強みと用途があ

り、今後の電動化・再エネ社会において「適材適所」で使い分ける戦略がカギになります。 

       技術比較表：ナトリウム vs リチウム vs 全固体 

項目 
ナトリウムイオン電池

（Na） 

リチウムイオン電池

（Li） 

全固体電池（All-solid-

state） 

      エネルギー密度（重

量比） 
約 100〜160 Wh/kg 約 150〜250 Wh/kg 

将来：300〜500 Wh/kg以

上 

      エネルギー密度（体

積比） 
やや低い 高い 非常に高い（期待） 

    サイクル寿命（充放

電回数） 
2000回程度（改良中） 1000〜3000回以上 

理論上は数千回以上可

能 

     安全性 高い（熱暴走しにくい） 
中程度（冷却が必

要） 

非常に高い（可燃性液体

なし） 

🌡 動作温度範囲 -20℃〜60℃（広め） -10℃〜50℃程度 
-30℃以下でも理論的に

動作可能 

     材料コスト 低い（ナトリウム・鉄系） 
高い（リチウム・コバ

ルト） 

高い（固体電解質が未成

熟） 

    資源の入手性 豊富（海水からも可） 
限られる（特定地域

集中） 
材料次第で課題あり 

       商業化段階 
一部量産化進行中

（CATL等） 
既に広く普及済み 

試作段階（2030年以降本

格化） 

      充電速度 普通（1C程度） 
高速対応モデルあ

り 
将来的には非常に高速 

   パワー密度（出力

性能） 
普通〜やや低い 高い 高い（理論上） 

            適した用途・ターゲット市場 



用途分野 ナトリウム電池（Na） リチウム電池（Li） 全固体電池（全固体 Li） 

         EV（一般

車） 
小型車・短距離車向け 主力（現行 EVの主力） 

高級車・航空機・ドローン

（将来） 

          商用車 低速 EV・配達車両向け 
トラック・バスなど高出力

用途 

超長距離輸送・特殊車両

（将来） 

   定置型蓄

電池 
再エネ用・VPP・家庭用 高性能産業用蓄電池 

非常用・災害対応・軍用（将

来） 

        モバイル機

器 

不向き（サイズ・重量の

課題） 

主力（スマホ・ノート PC

など） 

未対応（サイズ・コスト未解

決） 

    環境・社会・地政学の観点 

観点 ナトリウム電池（Na） リチウム電池（Li） 
全固体電池（全固体

Li） 

    地政学リスク 
低（ナトリウムはどこでも取

れる） 
高（中国・南米依存） 

中（希少材料依存の可

能性） 

    リサイクル容

易性 

鉄系・マンガン系で比較的

容易 

コバルト等の回収が必

要 
今後の仕組みに依存 

      環境負荷 
低め（材料採掘の負荷が

小さい） 

高め（採掘・精製が環境

負荷） 
材料により大きく変動 

         今後の展望（2025〜2035 年） 

技術 2025年 2030年 2035年 

Na電

池 

一部 EV搭載・再エネ

用途 

軽商用車・家庭用蓄電池で

普及 

発展途上国含め低コスト用途で主

流に 

Li電池 EV主力電池・スマホ等 全固体と共存 高性能用途中心に残存 

全固体 試作段階 高級車・航空用に搭載開始 EVやスマホ等にも普及可能性 

          コメント 

• ナトリウム電池は「コストと安全性重視」な用途で先行普及が進む見込みです。脱炭素化・

電化の進展において、グローバル南（新興国）への展開がカギになります。 

• リチウム電池は引き続き「高性能汎用電池」として、2030年までは主役を維持。 



• 全固体電池は「次世代の革新技術」として、2030年代に大きく伸びる可能性があります

が、量産化・コスト低減の壁は依然として高いです。 
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